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　世界的なジャズ・トランペッターとし

て確固たる地位を築きながら、教育環

境活動や環境活動など新たな分野に

精力的に取り組む日野皓正さん。自ら

を変革し続けるそのあくなき挑戦心の

源泉とは何なのだろうか。

　「同じ場所でじっとしていられない性

分で、“血が騒ぐ”みたいに好奇心が

次々にわいてくるんだよ。興味がいろい

ろあって、子どもみたいなエネルギーを

常に発散している。自分のなかに生ま

れつき流れているDNAを感じるね。そ

れはトランペットでも同じで、『うまくな

りたい』っていう向上心は常に持ってい

る。今まで満足に吹けたことは一一度もな

いし、少しずつステップアップしていく

ためには、一生をかけたチャレンジだと

思わなければダメだよ」

　それでも、新たなフィールドへ挑む

時、不安はないのだろうか。

　「不安はないね。アメリカに拠点を

移す時も『すごい人たちとやりたい』と

いう一一心だった。アメリカに行けばそ

の夢を満たすことができる。もちろん

自信がなければ行かなかったけど、ど

こにいたって同じ地球の上なんだ。だ

から誰だって今いる場所で十分、チャ

レンジはできるはずだよ」

　新たなフィールドにおける挑戦のな

かでも、大阪音楽大学短期大学部教授
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　アメリカは変わる。その意思を、明確

に全世界にメッセージしたのがアメリカ

初の黒人大統領、バラク・オバマの登場

だった。ジョージ・Ｗ・ブッシュの共和党

政権に代わって誕生したオバマ民主党

政権に、全世界の視線が注がれている。

　大統領就任演説で「我々は若い国家

であり続ける」と語ったオバマの言葉と

は反して、黒人大統領の誕生までには

幾多の変遷を経てきた。

　リンカーンが調印した「奴隷解放宣

言」からはるか150年、バスの白人専用

座席を譲らなかった黒人女性、ローザ・

パークスの事件を契機に起こった公民

権運動から半世紀以上もの年月を経て

たどり着いた黒人大統領の誕生。そこ

にはアメリカ国民の断固たる決意がに

じみ出ていた。

　「我々が試練の時に旅を終えることを

拒否し、引き返すことも、たじろぐことも

なかったということを語り継がせようで

はないか」とオバマは語った。黒人初の

大統領誕生は、確かに大きなCHANGE

だったが、アメリカのCHANGEの歩み

は、まさにこれからが正念場となる。

　オバマ大統領誕生のあと、「試練の

時」の象徴としてスポットライトを浴び

たのはアメリカのシンボルたる自動車

産業だった。アメリカが変わらねばなら

ないのと同じように、アメリカ車も変わ

ることを求められた。そして、未曾有の

金融危機にさらされながらも、変化に向

けてかじを切るGM＝ゼネラルモー

ターズがその先頭に立つことを期待さ

れている。

　1908年、GMは米国・ミシガン州で

誕生した。つまりオバマ大統領が誕生

した2009年はくしくもGM100周年と

ほぼ時を同じくした。しかも、オバマを

選んだ昨年の大統領選挙の投票率

64.1%は100年前のGM誕生年の大統

領選挙の65.7%以来の高投票率となっ

た。ちなみにこの年の選挙で選ばれた

ウィリアム・ハワード・タフト大統領は、

首都ワシントンのポトマック河畔に桜

の木を植えたことでも知られる。

　1908年から2008年へ、アメリカ国

民の改革への思いは100年の時の流

れを隔てながらも一致した。そしてGM

もまた同じような境遇に立つ。　

　しばしば「環境」は、新たなクルマの

方向性を示す象徴として挙げられる

が、アメリカは、環境政策でも新たなア

プローチを採ることになる。

　グリーン・ニューディール。1933年

にフランクリン・ルーズベルト大統領

が世界恐慌克服のために行った緊急

経済施策から名を取ったこの新たな

経済対策は、環境に配慮した無公害の

グリーンエネルギーへの投資を中核

に据える。それは新たなアメリカへの

CHANGEの象徴でもある。太陽光発電

や風力発電など再生可能エネルギー

への1500億㌦の投資や500万人の

雇用創出などを掲げ、いわゆる｢エコ

カー｣へのシフトもその重要な戦略に

位置づけられる。

　GMも、地球上の人々が直面する最も

同じ地球の上なんだから、誰だって
今いる場所で、チャレンジできる。

日野 皓正（ジャズ・トランペッター）

巻頭インタビュー

撮影／福里幸夫
文／川中紀行
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アメリカ国民が　　　　　を選んだように、
アメリカ車はいまエコを選んだ。
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チャレンジ精神の原点。

教えることは、習うこと。

「バグス・グルーヴ」

マイルス・デイヴィスの1954
年の演奏などを収録。ユニ
バーサルミュージック

「東京キッド」

美空ひばりの初期のヒット
曲で和製ジャズナンバー。
「ゴールデンベスト」（コロム
ビア）に収録

「用心棒＜普及版＞」

娯楽映画の技巧を追求した黒
澤 明の最高傑作。DVD発売中
発売・販売元：東宝

「街の灯」

チャップリン演じる放浪紳士
と盲目の娘との交流を描いた
名作。

「ゴッドファーザー
コッポラ・リストレーション 
DVD BOX」

マフィアの盛衰を活写した
コッポラ映画の金字塔。
パラマウント 発売中
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米国初の黒人大統領の誕生。

アメリカと共に変わるクルマ。

オバマと共に変わる「環境」。
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として教壇に立ち、子どもから大人まで

楽しめるプロジェクト｢Jazz for Kids｣ 

でも教える役割を担っている。

　「“教える”ってことは、“習う”ってこと

なんだよ。たとえば子どもたちに『トラ

ンペットはアイウエオのどの発音で吹

く？』と質問してみる。それに答えるた

めには、自分もどの発音か考える必要

があるよね。教えるためには、まず自分

もいろいろ考え、試してみなければな

らない。だから、教えると同時に自分自

身にも言い聞かせているわけ。実際に

調子が悪いと僕も『エで吹いているか

な』なんて、確かめることもある」

　その旺盛なエネルギーは「教える」と

いう分野でもとどまることを知らない。

「教える」ことの意義について、さらに

次のように続ける。

　「子どもは地球でいちばん大切。感

性は大人と比較にならないほどすご

い。子どもは将来の夢がぶれがちだか

ら、才能を早く見いだしてあげないとダ

メ。だからこそ教育は大切だと思う。つ

い先日もスキー場で出会った少年に才

能を感じたから、思わずその場でス

キー教室を開いてしまった。もちろん、

彼はみるみる上達したよ」　

　ニューアルバ

ム『寂光』で、フ

リー・ジャズのさ

らなる新境地を

開いている。常に

新たな世界を目

指すその姿勢はデビュー以来、一貫し

て変わらない。

　「ジャズ演奏ではアドリブが大事だけ

ど、有名なミュージシャンの過去のフ

レーズをまねて、つなぎ合わせて演奏

するだけでは個性がない。『冗談じゃな

いよ!』って思う。自分なりのインテリ

ジェンスで物事を考えて、世界に通用

するものを創造するべきだ。もちろん僕

が育ってきたジャズという枠組みそのも

のは否定しないよ。ジャズの系譜を知っ

ていることも大切だからね。それが僕の

血となり、肉となってきているわけだか

ら。でも、そこを飛び出ることが必要な

んじゃないかな。自分を壊す努力をし

なくちゃいけない。よくバンドのメン

バーにも言うんだよ。『昨日やったことを

今日やるなよ』って。それくらいの気概

を持って新しいことを創造していかな

いと。僕もそんな思いで、“チャレンジす

る音楽”を続けている」

　自らがチャレンジする音楽を「まだ

未完成」と語る日野さんの夢とは、一

体どこにあるのだろうか。

　「不条理な問題が地球にあふれてい

るけど、まず戦争がなくなること。そして

アジア各国が仲よくなり、世界が平和

になることだね。それから、次の世代に

きれいな地球を残してやること。僕自

身、「エコフラッグムーブメント（スポー

ツを愛する人々による世界的な環境保

全運動）」の活動に参加している。もち

ろん、演奏がもっとうまくなりたい。あく

まで貪欲（どんよく）に自分の“音”を追

究していく今の自分の姿勢を失いたく

ないね」

　最後に、生き方をチェンジするため

の助言をお願いした。

　「トランペットのハイノート（高音）を

出す時は、唇と息の力はもちろん大腿

重要な課題の1つ、つまり石油代替燃

料によるクルマの推進装置の開発にお

いて、業界をリードすべく進化を重ねて

いる。

　クルマという乗り物は、必然的に生ま

れる石油消費のために時折、批判され

ることがある。少なくとも歴史的には、

エコロジーとは相いれない存在として

語られてきたといって間違いはないだ

ろう。

　このようなクルマの見方を打ち破る

べくGMが出した回答が、革新的な電気

推進技術「ボルテック（Voltec）」である。

　独自に開発したこのシステムによっ

て、GMは長距離走行可能な電気自動

車という新たなクルマの未来を手に入

れた。ガソリンを使わずに排出ガスゼロ

で最大64kmまで走行でき、最高速度

も161km/hとそのパフォーマンスに一

切の妥協はない。走行中にバッテリー

残量が少なくなると、小型の内燃エン

ジンが動きだし、モーターへの電力供

給とバッテリーの充電を始めるため、引

き続き数百kmの走行が楽しめる。充電

は家庭用のコンセントからも可能で、

240Vで3時間、120Vなら8時間以内で

完了してしまう。わざわざガソリンスタ

ンドに立ち寄らなくていいのも大きな

魅力といえるだろう。

　GMが地球環境を考えて発表した4

人乗りコンセプトカー「キャデラック・

コンバージ」。この新たな提案には、

「ボルテック」をはじめ環境に貢献する

ためのきめ細かな工夫が至るところで

感じられる。

　車内のアクセサリー用の電力をまか

なうため全面ガラスのルーフに備えられ

たソーラーパネル。ウール製のカーペッ

トや再生素材配合のスウェード調ステア

リングホイールなど再利用可能な材料

を取り入れた内装。回生ブレーキにより、

バッテリーを充電する技術にも無駄がな

い。キャデラックが誇るラグジュアリーな

デザインや躍動感に満ちたパフォーマン

スにも、エコ･フレンドリーなクルマへと

進化した足跡がしっかりと見て取れる。

　「環境」への妥協なき意思の結晶とし

て誕生したエコ･フレンドリーなクルマ

「キャデラック・コンバージ」。GMの

“CHALLENGE”への並々ならぬ決意が

このクルマから鮮やかに伝わってくる。

6 7 8 9 10

新たな創造への挑戦。 自分を縛る決まりを
作れば変われる。

「人間失格」

太宰治の自伝的小説と
もいわれる名作。新潮
文庫

「坂の上の雲／
新装版（全8巻）」

近代日本のぼっ興期に
迫った司馬遼太郎の代
表作。文春文庫

「五輪書」

宮本武蔵の名著。鎌田
茂雄氏による現代語訳
つき。講談社学術文庫

「アメリカ」　
アメリカンドリームに憧
れた子どものころから、
行ってみたいと思って
いた国。1975年には渡
米して、ニューヨークで
夢をかなえた。

「タイ」　
貧富の格差などをまざ
まざと見せられたこと
で「アジアを一つに！」と
の思いが高まる。そし
てアジアツアーが実現
した。

CADILLAC CONVERJ CONCEPT

2ドア、前輪駆動、2+2クーペ
航続距離延長式電気自動車（E-REV）
全輪電力回生ブレーキによる充電機構

■ ホイールベース：2,742mm
■ 全長×全幅×全高：4,620×1,883×1,386mm

電気式駆動ユニット
■ 出力：120kW
■ トルク：370Nm/37.7kgm※

■ バッテリー：リチウムイオン

■ EV航続距離：64km※

　　　　　　（市街地および高速道路）

（だいたい）筋をよく使う。だから僕がゴ

ルフやスキーといったスポーツをやる

のは体力づくりのためという意味もあ

る。どんな仕事にも体力は必要だから

ね。スポーツに限らず、『何か1つこれだ

けはやる』という決まりを作って、自分自

身を縛って自己変革を始めたらいいよ。

そこから“人とは違う”という自負が生ま

れ、変わるきっかけになると思うな」

　最後も実に日野さんらしい「チェン

ジ」へのアドバイスだった。

※換算値

※敬称略

電気自動車としての革命。

エコ・フレンドリーなクルマ。
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ひの・てるまさ

1942年東京生まれ。9歳からトランペットを学
び、13歳のころには米軍キャンプのダンスバン
ドで活動を始める。75年に活動拠点をニュー
ヨークへ移し、89年にはジャズの名門レーベ
ル『ブルーノート』で日本人初の契約アーティ
ストとなる。2004年、紫綬褒章受章。国際的
アーティストとして国内外で活躍している。

「環境」への妥協なき意思が
結晶する。

GMフリーダイヤル
9：00～18：00（土日祝を除く）

GMアジア・パシフィック・ジャパン株式会社

卓越したパフォーマンスのすべてを、日本でも。まずは、キャデラックネットワークで
体感してください。 試乗車・展示車に関しては、お近くのキャデラックネットワークにお問い合わせください。（一部ご
用意していない販売店もございます。）

右ハンドル車登場 （CTS-Vを除く）

8.1km/ℓ（CTS 2.8） 8.0km/ℓ（CTS 3.6） 燃料消費率10・15モード
記載の燃料消費率は国土交通省が定める試験方法［JASIC（自動車基準認証国際化研究センター）立ち会い試験］による
ものです。走行条件により実際の燃料消費率は異なります。

レギュラーガソリン仕様車 （CTS-Vを除く）

CTS 2.8：￥4,995,000  CTS 3.6：￥6,300,000  CTS-V：￥9,550,000（すべて車両本体価格）
車両本体価格はメーカー希望小売価格（消費税込み）です。価格には保険料、税金（消費税を除く）、登録料に伴う諸費用は
含まれておりません。またリサイクル料金が別途必要となります。価格は予告なく変更する場合がございます。詳しくはキャデ
ラックネットワークにお問い合わせください。

¥ 4,995,000～

キャデラックに関するお問い合わせ、カタログのご請求、キャデラックネットワークについてはこちらまで

3/7（土）・8（日）はお近くのキャデラックネットワークへ。
キャデラック正規ディーラー

キャデラック販売協力店

☎
☎
☎
☎
☎
☎
☎
☎
☎
☎
☎
☎
☎
☎
☎
☎

◎北海道エリア
◎東北エリア
◎甲信越・
　北陸エリア

◎関東エリア

◎東海エリア

◎近畿エリア
◎四国エリア
◎九州・沖縄エリア

ヤナセグロ－バルモーターズ販売協力店 東北海道ヤナセ（アトランティック）
GMシボレー盛岡
ヤナセグローバルモーターズ販売協力店 新潟ヤナセＧＰ（新潟フランスモーター）
ヤナセグロ－バルモーターズ販売協力店 石川ヤナセ（藤沢自動車）
ヤナセグロ－バルモーターズ販売協力店 福井ヤナセ（福井ヤナセ中央）
ヤナセグロ－バルモーターズ販売協力店 長野ヤナセ（長野ヤナセＡＧ）
GMシボレー高崎
ヤナセグロ－バルモーターズ販売協力店 武蔵野ヤナセ
ヤナセグロ－バルモーターズ販売協力店 横須賀ヤナセ（協立）
ヤナセグロ－バルモーターズ販売協力店 沼津ヤナセ・ディベロップメント 御殿場営業所
ヤナセグロ－バルモーターズ販売協力店 岡崎ヤナセ（岡崎ヤナセＡＧ）
ヤナセグロ－バルモーターズ販売協力店 岐阜ヤナセ（岐阜ヤナセＡＧ）
GMシボレー鈴鹿
GMシボレー堺
GMシボレー高知
ヤナセグロ－バルモーターズ販売協力店 宮崎ヤナセ（日米商会）

0155-34-1145
019-632-6222
025-283-8045
076-294-6688
0776-54-0880
026-241-2111
027-364-3311
042-471-7131
046-836-6555
0550-89-5655
0564-51-7611
058-245ｰ0155
059-370-5701
072-254-5111
088-866-3242
0985-39-3535

◎北海道エリア
キャデラック・サーブ・ハマー札幌
ヤナセグローバルモーターズ GM札幌支店
◎東北エリア
ヤナセグローバルモーターズ GM仙台支店
◎関東エリア
キャデラック・サーブ・ハマー宇都宮
ヤナセグローバルモーターズ GMさいたま支店
キャデラック・サーブ・ハマー千葉
ヤナセグローバルモーターズ GM千葉支店
ヤナセグローバルモーターズ GM東京支店
キャデラック・サーブ・ハマー葛西
ヤナセグローバルモーターズ GM町田支店
ヤナセグローバルモーターズ GM横浜支店
◎東海エリア
ヤナセグローバルモーターズ GM名古屋支店
キャデラック・サーブ・ハマー名古屋
◎近畿エリア
キャデラック・サーブ・ハマー滋賀
ヤナセグローバルモーターズ GM大阪支店
キャデラック・サーブ・ハマー大阪
ヤナセグローバルモーターズ GM神戸支店
◎中国エリア
ヤナセグローバルモーターズ GM広島支店
キャデラック・サーブ・ハマー岡山
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❶鳴沢氷穴/ 富岳風穴
❷西湖/ 精進湖/ 本栖湖 
❸富士宮 R139 を南下
❹白糸の滝
❺奇石博物館
❻富士スカイライン
❼沼津港
❽葛城山
❾伊豆長岡温泉

‘Fuji’ Location Map

ROAD TO STORY

富士山の絶景を眺めたあと、
ミステリアスな溶岩洞窟の探検が待っていた。

～山梨・静岡県╱富士山周辺を訪ねて1

れ
は
、富
士
山
に
抱
い
て
い

た
美
し
き
霊
峰
の
イ
メ
ー

ジ
を
、ミ
ス
テ
リ
ア
ス
に
変
え
て
し

ま
う
ド
ラ
イ
ブ
だ
っ
た
。

　

中
央
自
動
車
道
を
、大
月
ジ
ャ

ン
ク
シ
ョ
ン
経
由
で
真
っ
す
ぐ
富
士

山
に
向
か
っ
て
ク
ル
マ
を
走
ら
せ

る
。花
咲
ト
ン
ネ
ル
を
抜
け
て
し
ば

ら
く
進
む
と
、
視
界
は
神
々
し
い

ば
か
り
の
富
士
山
の
麗
姿
で
占
め

ら
れ
る
。河
口
湖
イ
ン
タ
ー
を
降
り

国
道
１
３
９
号
を
西
へ
。
待
ち
き

れ
な
い
思
い
で
西
湖
の
湖
畔
に
ク

ル
マ
を
と
め
、ま
ぶ
し
い
銀
雪
を
頂

く
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
富
士
山
の
眺

め
に
し
ば
し
見
と
れ
る
。静
寂
を
た

た
え
た
湖
面
に
は
、幸
運
に
も
あ
で

や
か
に「
逆
さ
富
士
」が
映
し
出
さ

れ
て
い
た
。

　

稜
線（
り
ょ
う
せ
ん
）と
色
彩
美

が
織
り
成
す
富
士
山
の
圧
倒
的
な

美
し
さ
に
浸
っ
た
あ
と
は
、誰
も
が

浮
か
べ
る
こ
の
山
の
イ
メ
ー
ジ
を
覆

す
、も
う
一一
つ
の
富
士
の
顔
が
待
つ
。

そ
れ
は
、青
木
ヶ
原
樹
海
に
囲
ま
れ

た
富
岳
風
穴
と
鳴
沢
氷
穴
と
い
う

二
つ
の
洞
穴
で
あ
る
。

そ

る
か
千
年
以
上
も
昔
の
八

六
四
年（
貞
観
六
年
）、富

士
山
の
側
火
山
・
長
尾
山
の
爆
発

の
際
、真
っ
赤
に
熱
し
た
溶
岩
流
が

流
れ
下
っ
て
数
え
き
れ
な
い
ほ
ど

の
溶
岩
洞
窟（
ど
う
く
つ
）を
生
ん

だ
と
い
う
。そ
ん
な
大
自
然
の
物

語
に
彩
ら
れ
た
二二
つ
の
洞
穴
は
、い

ず
れ
も
洞
内
を
見
学
で
き
る
数
少

な
い
場
所
だ
。

　

平
均
気
温
三三
度
、夏
を
過
ぎ
て

も
天
然
氷
が
残
る
と
い
う
洞
内

は
、
天
井
か
ら
氷
柱
が
下
が
り
、

凍
っ
た
床
は
ひ
ん
や
り
と
冷
た
い
。

ま
る
で
水
の
滴
が
落
ち
る
寸
前
の

よ
う
に
垂
れ
た
溶
岩
が
、一一
瞬
に
冷

え
て
固
ま
っ
た
溶
岩
鍾
乳
石
な
ど

奇
妙
な
造
形
に
目
を
奪
わ
れ
る
。

　

江
戸
時
代
に
は
、こ
の
天
然
氷

を
馬
で
運
び
江
戸
の
殿
様
に
献
上

し
た
と
か
。洞
内
に
あ
る
ブ
ロ
ッ
ク

状
の
氷
の
壁
は
当
時
を
再
現
す
る

た
め
加
工
さ
れ
た
も
の
だ
。
ま
た

富
岳
風
穴
に
は
、近
年
ま
で
赤
松

な
ど
の
種
子
や
繭
玉
を
冷
暗
貯
蔵

し
た
歴
史
を
し
の
ば
せ
る
跡
も
残

さ
れ
る
。

　

四
方
を
氷
で
囲
ま
れ
た
鳴
沢
氷

穴
奥
の
地
獄
穴
に
は「（
神
奈
川
県
藤

沢
市
に
あ
る
）江
の
島
の
洞
穴
ま
で

続
い
て
い
る
と
い
わ
れ
て
お
り
ま
す
」

と
の
言
い
伝
え
の
記
述
も
見
ら
れ
、

異
空
間
の
雰
囲
気
を
醸
し
出
す
。

　

二
つ
の
洞
穴
か
ら
は
、天
然
の
神

秘
が
も
た
ら
す
ミ
ス
テ
リ
ア
ス
な

光
景
と
と
も
に
、そ
こ
か
ら
生
ま
れ

た
人
間
の
営
み
や
伝
説
め
い
た
物

語
が
静
か
に
伝
わ
っ
て
き
た
。

　

富
士
山
に
隠
さ
れ
た
も
う
一一
つ

の
大
自
然
の
驚
異

を
存
分
に
瞳
に
焼

き
付
け
た
後
は
、

国
道
１
３
９
号

を
南
へ
。
途
中
に

あ
る
白
糸
の
滝

は
、
水
の
流
れ
が

絹
糸
に
た
と
え
ら

れ
る
ほ
ど
優
美
な

景
観
で
知
ら
れ
る

が
、実
は
こ
の
滝
の
誕
生
も
富

士
山
の
噴
火
と
縁
が
あ
る
。

　

富
士
山
の
雪
解
け
水
が
、水

を
浸
透
さ
せ
な
い
古
富
士
火
山

層
に
受
け
止
め
ら
れ
、そ
の
う

え
に
重
な
る
新
富
士
火
山
層
と

の
境
目
か
ら
わ
き
出
し
滝
を
つ

く
り
出
す
さ
ま
は
、ま
さ
に
未

知
の
自
然
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
だ
。

は

士
山
の
神
秘
、
あ
る
い
は

地
学
の
興
味
を
さ
ら
に
究

め
る
な
ら
、県
道
７
２
号
へ
コ
ー
ス

を
変
え
て
奇
石
博
物
館
を
訪
れ
る

の
も
い
い
。

　

一
九
七
一一
年
に“

日
本
初
の
石
の

総
合
博
物
館”

と
し
て
誕
生
し
た

こ
の
空
間
に
は
、江
戸
時
代
に
発
祥

し
た
と
い
う「
奇
石
」文
化
を
源
流

に
し
た
珍
し
い
石
た
ち
が
並
ぶ
。赤

い
砂
漠
の
バ
ラ
、
餡
（
あ
ん
）ま
で

入
っ
た
饅
頭
石
に
金
平
糖
石
、ス
イ

カ
の
断
面
模
様
に
似
た
ウ
オ
ー

タ
ー
メ
ロ
ン
。も
ち
ろ
ん
富
士
山
の

岩
石
の
コ
ー
ナ
ー
も
設
け
ら
れ
て

お
り
、い
く
つ
か
の
謎
が
解
け
る
。

　

こ
こ
か
ら
富
士
山
ス
カ
イ
ラ
イ

ン
に
コ
ー
ス
を
変
え
、い
ま
一一
度
こ

の
山
の
美
し
さ
に
迫
ろ
う
。ワ
イ
ン

デ
ィ
ン
グ
ロ
ー
ド
を
駆
け
抜
け
る

よ
う
に
、ク
ル
マ
が
進
む
位
置
で
移

り
変
わ
る
富
士
山
の
表
情
を
眺
め

な
が
ら
の
軽
や
か
な
ハ
ン
ド
リ
ン

グ
が
心
地
よ
い
。

ル
マ
は
南
富
士
エ
バ
ー
グ

リ
ー
ン
ラ
イ
ン
を
抜
け
て

裾
野
市
へ
。さ
ら
に
そ
こ
か
ら
駿
河

富ク

湾
を
見
晴
ら
す
絶
景
コ
ー
ス
を
ひ

た
走
る
。ず
っ
と
富
士
山
を
眺
め
続

け
た
コ
ー
ス
の
終
幕
は
、伊
豆
半
島

の
起
点
と
も
い
え
る
葛
城
山
で
。ヤ

マ
ガ
ラ
や
カ
ケ
ス
な
ど
多
く
の
野

鳥
が
見
ら
れ
バ
ー
ド
ウ
オ
ッ
チ
ャ
ー

に
も
人
気
の
山
だ
。透
明
度
の
高
い

こ
の
季
節
、山
頂
か
ら
見
渡
す
富

士
山
も
ま
た
格
別
の
味
わ
い
が
あ

る
。
全
長
千
八
百
㍍㍍
の
ロ
ー
プ
ウ

エ
ー
か
ら
の
広
大
な
パ
ノ
ラ
マ
に
も

思
わ
ず
息
を
の
ん
だ
。

　

さ
て
、富
士
山
の
魅
力
を
さ
ま

ざ
ま
な
角
度
か
ら
味
わ
い
尽
く
し
、

こ
れ
ま
で
の
印
象
を
チ
ェ
ン
ジ
さ
せ

て
く
れ
た
ド
ラ
イ
ブ
コ
ー
ス
は
、お

目
当
て
の
伊
豆
長
岡
温
泉
の
旅
館

へ
と
向
か
う
。そ
の
途
中
、狩
野
川
・

千
歳
橋
か
ら
の
富
士
山
の
眺
め
も

ま
た
よ
し
。

　

こ
よ
い
は
富
士
山
を
話
題
に
、端

正
な
客
室
で
至
福
の
時
間
を
過
ご

せ
そ
う
だ
。

富士宮方面からの富士山の雄姿。方角や高度に
より刻 と々変化する姿を周囲から眺めるのもいい。

〔かつらぎ山ロープウェイ〕標高452ｍの
葛城山のふもとから山頂までを結ぶ。

〔白糸の滝〕国の名勝及び天然記念物で、1990
年に「日本の滝百選」に選定。

〔奇石博物館〕解説コーナーでは、入館者全員にス
タッフが代表的な石の紹介をしてくれるのもうれしい。

↓主任学芸員の春原さん
が「石英の砂粒でできたコ
ンニャク石は、ジグソーパズ
ルのようなすき間があるた
め硬いのにぐにゃっと曲げ
られる」と説明してくれた。

↓〔青木ヶ原の洞穴〕鳴沢氷穴の入り口と
氷に覆われた内部。「貴重な自然遺産なの
でぜひ多くの皆さんに来ていただきたい」と
鳴沢氷穴の渡辺さん。

付近にある竜宮洞穴（立入禁止）だが、周
辺には溶岩洞穴が無数にあり地図を見な
がら探してみるの
も楽しい。→

　春は桜、夏はあやめ、秋はもみ

じ、冬は梅。四季折々の自然美を

堪能できる３千坪の庭園にたた

ずむ数奇屋造りの客室や、旬の山

海の幸に舌鼓を打つ懐石料理、

開放感あふれる大浴場・露天風呂

も楽しめる。

伊豆長岡温泉 三養荘

富士山

駿河湾

富士市

伊豆長岡

御殿場

裾野市
東名高速道路

沼津市

河口湖

富士吉田IC
中央自動車道

山中湖

西湖精進湖
本栖湖
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GM誕生から100周年の歴史がわかる
「MOTOWN」BOOKを抽選で100名様にプレゼント！！

★詳しくはこちら >>> http://www.nikkei.co.jp/adnet/
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より力強く生まれ変わるために、
現実の目標を着実に達成していく。

　

現
状
を
客
観
的
に
見
る
と
、Ｇ
Ｍ
が
昨
年
の

十
二
月
に
出
し
た
再
建
策
の
業
績
予
測
に
沿
っ

て
進
ん
で
は
い
る
も
の
の
、依
然
と
し
て
厳
し
い

状
況
に
変
わ
り
は
あ
り
ま
せ
ん
。い
ま
世
界
各

国
の
自
動
車
メ
ー
カ
ー
は
例
外
な
く
商
品
・
拠

点
・
企
業
ス
ケ
ー
ル
の
抜
本
的
な
見
直
し
を
迫

ら
れ
て
お
り
、Ｇ
Ｍ
も
当
然
そ
れ
を
行
わ
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

次
に
日
本
市
場
に
つ
い
て
語
り

ま
し
ょ
う
。Ｇ
Ｍ
は
一
九
一
五
年
に

日
本
で
販
売
開
始
し
て
以
来
、九

十
年
を
超
え
る
長
い
歴
史
を
誇

り
ま
す
。そ
の
足
跡
を
踏
ま
え
私

た
ち
は
、〇
六
年
後
半
か
ら
高
級

車
に
特
化
し
た「
プ
レ
ミ
ア
ム
ブ

ラ
ン
ド
戦
略
」を
展
開
し
て
き
ま

し
た
。こ
の
戦
略
は
二
年
間
の
実

　

世
界
同
時
不
況
の
嵐
が
吹
き
荒
れ
る
な
か
、ア
メ
リ
カ
の
自
動
車
会
社
ビ
ッ
グ
ス
リ
ー

の
経
営
の
行
方
に
全
世
界
の
注
目
が
集
ま
っ
て
い
る
。激
動
す
る
時
代
の
な
か
で
、自
身

が
切
り
開
い
た
道
を
進
む
人
た
ち
の
姿
に
迫
る「
冒
険
者
た
ち
」シ
リ
ー
ズ
の
一
回
目

は
、世
界
の
自
動
車
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
リ
ー
ド
し
て
き
た
Ｇ
Ｍ
＝
ゼ
ネ
ラ
ル
モ
ー
タ
ー
ズ
の

日
本
の
リ
ー
ダ
ー
で
あ
る
ゼ
ネ
ラ
ル
モ
ー
タ
ー
ズ
・
ア
ジ
ア
・
パ
シ
フ
ィ
ッ
ク
・
ジ
ャ
パ
ン

株
式
会
社
リ
ッ
ク
・
ブ
ラ
ウ
ン
社
長
。Ｇ
Ｍ
の
再
挑
戦
に
向
け
た
道
筋
を
、具
体
的
な

ブ
ラ
ン
ド
戦
略
に
基
づ
い
て
語
っ
て
い
た
だ
い
た
。

績
を
見
る
と
成
功
を

収
め
て
い
ま
す
し
、販

売
の
最
前
線
に
も
浸

透
し
て
き
て
い
ま
す
。

　

こ
の
場
を
借
り
て
一

つ
お
伝
え
し
た
い
の

が
、プ
レ
ミ
ア
ム
ブ
ラ

ン
ド
戦
略
の
一
翼
を

担
う
サ
ー
ブ
に
つ
い
て

は
昨
今
の
報
道
で
今

後
の
動
向
を
心
配
さ

れ
て
い
る
方
も
多
い
と

思
い
ま
す
。し
か
し
日

本
で
の
ア
フ
タ
ー
サ
ー

ビ
ス
や
部
品
の
供
給

に
つ
い
て
は
、サ
ポ
ー
ト
を
続
け
て
い
き
ま
す
の

で
ご
安
心
い
た
だ
き
た
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

さ
て
、競
合
メ
ー
カ
ー
も
含
め
あ
ら
ゆ
る
企

業
の
業
績
が
落
ち
込
む
現
在
は
、そ
れ
を
言
い

訳
に
し
か
ね
ま
せ
ん
。し
か
し
い
ま
私
た
ち
が

な
す
べ
き
こ
と
は
、言
い
訳
を
並
べ
る
の
で
は
な

く
、市
場
を
け
ん
引
し
て
い
く
に
は
何
を
す
べ
き

か
、何
を
す
れ
ば
市
場
が
活
気
づ
く
の
か
、一
つ

の
方
法
に
固
執
す
る
こ
と
な
く
、市
場
の
ニ
ー

ズ
に
応
じ
た
柔
軟
な
戦
略
を
デ
ィ
ー
ラ
ー
と
協

力
し
て
展
開
し
て
い
く
こ
と
だ
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

　

プ
レ
ミ
ア
ム
ブ
ラ
ン
ド
の
な
か
で
も
核
に
な

る
の
は「
キ
ャ
デ
ラ
ッ
ク
」で
す
。昨
年
は
Ｃ
Ｔ
Ｓ

が
大
ヒ
ッ
ト
し
た
こ
と
に
よ
り
、時
代
の
逆
風
に

も
か
か
わ
ら
ず
日
本
で
の
キ
ャ
デ
ラ
ッ
ク
の
販

売
台
数
は
〇
七
年
を
七
〇
％
も
上
回
る
実
績

を
上
げ
ま
し
た
。

　

Ｃ
Ｔ
Ｓ
が
支
持
を
い
た
だ
い
た
理
由
と
し

て
、そ
の
心
動
か
さ
れ
る
よ
う
な
デ
ザ
イ
ン
性

は
も
ち
ろ
ん
、内
装
の
質
感
の
高
さ
、ま
た
レ

ギ
ュ
ラ
ー
ガ
ソ
リ
ン
対
応
で
、一
㍑
で
八
㌔
㍍

以
上
を
走
行
で
き
る
、同
等
の
排
気
量
ク
ラ
ス

の
中
で
は
特
筆
す
べ
き
実
用
燃
費
の
良
さ
が
挙

げ
ら
れ
ま
す
。さ
ら
に
二
・
八
㍑
で
五
百
万
円
を

切
る
ア
グ
レ
ッ
シ
ブ
な
価
格
設
定
も
魅
力
を
高

め
た
と
い
え
ま
す
。と
も
か
く
我
々
の
期
待
を

は
る
か
に
超
越
し
た
最
高
の「
キ
ャ
デ
ラ
ッ
ク
」

が
現
れ
た
の
で
す
。

　

Ｇ
Ｍ
に
と
っ
て
Ｃ
Ｔ
Ｓ
は
、こ
れ
ま
で
興
味
を

示
さ
れ
な
か
っ
た
新
し
い
お
客
様
に
注
目
さ

れ
、購
入
さ
れ
て
い
る
と
い
う
点
で
画
期
的
な

モ
デ
ル
と
い
え
ま
す
。

特
に
、世
代
を
問
わ
ず

多
く
の
方
に
Ｇ
Ｍ
車
を

知
っ
て
い
た
だ
く
上
で
、

今
後
も
重
要
な
モ
デ
ル

の
一
つ
と
位
置
づ
け
て

い
ま
す
。

　

本
年
度
の
ブ
ラ
ン
ド

戦
略
の
中
心
も
や
は
り

「
キ
ャ
デ
ラ
ッ
ク
」で
、ス

タ
イ
リ
ッ
シ
ュ
な
Ｃ
Ｔ

Ｓ
ス
ポ
ー
ツ
ワ
ゴ
ン
を
投
入
し
ま
す
。私
も
胸

熱
く
な
る
よ
う
な
ク
ル
マ
で
大
い
に
期
待
し
て

い
ま
す
。そ
の
ほ
か
に
は
シ
ボ
レ
ー
ブ
ラ
ン
ド
で

過
去
に
日
本
で
も
人
気
の
高
か
っ
た
伝
統
あ
る

ス
ポ
ー
ツ
ク
ー
ペ
の
カ
マ
ロ
、来
年
度
に
は
Ｃ
Ｔ

Ｓ
ク
ー
ペ
な
ど
も
投
入
し
て
い
く
予
定
で
す
。

　

こ
の
た
び
誕
生
し
た
ア
メ
リ
カ
の
オ
バ
マ
政

権
は“

グ
リ
ー
ン
・
ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー
ル
“
政
策
を

提
唱
し
て
い
ま
す
が
、Ｇ
Ｍ
は
以
前
か
ら
環
境

対
応
車
の
開
発
も
進
め
て
お
り
、も
ち
ろ
ん
こ

の
政
策
に
積
極
的
に
参
画
し
て
い
き
ま
す
。

　
「
キ
ャ
デ
ラ
ッ
ク
・
コ
ン
バ
ー
ジ
」や「
シ
ボ

レ
ー
・
ボ
ル
ト
」な
ど
電
気
自
動
車
の
開
発
は

も
ち
ろ
ん
重
要
で
す
が
、Ｇ
Ｍ
が
基
本
的
に
追

求
し
て
い
る
の
は“

ゼ
ロ
エ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
“で
す
。

そ
の
意
味
で
今
後
も
燃
料
電
池
車
の
開
発
に
注

力
す
る
こ
と
に
な
る
で
し
ょ
う
。Ｇ
Ｍ
は
再
建

策
の
中
で
、今
後
四
年
間
を
通
じ
て
先
進
技
術

へ
の
投
資
は
削
ら
な
い
こ
と
を
明
言
し
て
お
り
、

や
が
て
先
端
技
術
が
キ
ャ
デ
ラ
ッ
ク
な
ど
の
高

級
車
に
も
搭
載
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

日
本
で
も
こ
れ
ら
環
境
対
応
車
を
含
め
お
客

様
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
商
品
構
成
を
実
現
す
る

た
め
に
日
々
検
討
を
重
ね
て
お
り
、今
後
も
タ

イ
ム
リ
ー
に
お
客
様
の
心
を
ワ
ク
ワ
ク
さ
せ
る

よ
う
な
車
種
を
導
入
し
て
い
く
予
定
で
す
。

　

こ
れ
ま
で
ブ
ラ
ン
ド
戦
略
を
中
心
に
述
べ
て

き
ま
し
た
が
、現
状
を
打
破
す
る
た
め
に
は
言

う
ま
で
も
な
く
筋
肉
質
の
組
織
に
生
ま
れ
変

わ
る
こ
と
が
大
切
で
す
。Ｇ
Ｍ
の
北
米
事
業
の

ス
ケ
ー
ル
は
巨
大
で
す
が
、日
本
を
は
じ
め
海

外
拠
点
は
少
数
精
鋭
で
展
開
し
て
い
る
組
織

が
ほ
と
ん
ど
で
す
。し
た
が
っ
て
無
駄
を
省
く

の
は
当
然
な
が
ら
、単
に
整
理
す
る
の
で
は
な

く
、い
か
に
ビ
ジ
ネ
ス
の
プ
ロ
セ
ス
を
効
率
化

さ
せ
る
か
が
重
要
と
考
え
て
い
ま
す
。そ
の
た

め
に
は
社
員
一
人
ひ
と
り
が
自
ら
の
領
域
で
何

を
な
す
べ
き
か
を
考
え
真
の
プ
ロ
に
な
っ
て
ほ

し
い
。そ
れ
を
視
野
に
入
れ
た
社
員
教
育
に
も

力
を
入
れ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

ア
メ
リ
カ
車
と
い
う
と
、い
ま
だ
に
品
質
も

燃
費
も
悪
く
大
き
す
ぎ
る
と
い
う
イ
メ
ー
ジ

を
持
た
れ
て
い
る
方
が
多
い
よ
う
で
す
。今
回

の
Ｇ
Ｍ
再
建
に
か
か
わ
る
論
評
の
な
か
で
も
、

七
〇
年
代
や
八
〇
年
代
の
印
象
で
語
っ
て
い
る

傾
向
を
見
受
け
る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

　

し
た
が
っ
て
お
客
様
に
は
、ぜ
ひ
Ｇ
Ｍ
の

シ
ョ
ー
ル
ー
ム
へ
お
越
し
い
た
だ
き
、い
ま
の
Ｇ

Ｍ
車
を
実
際
に
ご
覧
に
な
り
、乗
っ
て
運
転
し

て
い
た
だ
き
た
い
の
で
す
。そ
の
イ
メ
ー
ジ
が

過
去
の
も
の
に
過
ぎ
な
い
と
、立
ち
ど
こ
ろ
に

実
感
い
た
だ
け
る
で
し
ょ
う
。私
た
ち
は
い
ま
、

キ
ャ
ラ
バ
ン
を
組
ん
で
試
乗
車
を
日
本
中
の

デ
ィ
ー
ラ
ー
に
展
開
し
て
い
ま
す
の
で
、お
客

様
に
も
ぜ
ひ
お
近
く

の
デ
ィ
ー
ラ
ー
に
足
を

運
ん
で
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
。Ｇ
Ｍ
が

い
ま
直
面
す
る
問
題

は
、
決
し
て
商
品
が

劣
っ
て
い
る
か
ら
起
き

た
の
で
は
な
い
、と
い

う
こ
と
を
知
っ
て
ほ
し

い
。だ
か
ら
こ
そ
Ｇ
Ｍ

は
、必
ず
力
強
く
生
ま

れ
変
わ
り
ま
す
。今
後

の
Ｇ
Ｍ
に
、ぜ
ひ
ご
期

待
く
だ
さ
い
。
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プ
レ
ミ
ア
ム
ブ
ラ
ン
ド
戦
略
を
継
続

キ
ャ
デ
ラ
ッ
ク
が
新
た
な
顧
客
を
獲
得

環
境
対
応
車
へ
の
積
極
的
な
取
り
組
み

ア
メ
リ
カ
車
の
概
念
を
変
え
る

企画・制作=日本経済新聞社クロスメディア営業局

キャデラック・CTSスポーツワゴン

シボレー・カマロ

キャデラック・CTSスポーツワゴン シボレー・コルベットZ06

シボレー・カマロ

シボレー・ボルト

シボレー・イクイノックス
燃料電池車

広　告




